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１．本時の位置付け 

 本時は、中学校学習指導要領（平成２９年告示）及び同解説【技術・家庭科】に記載されている以下の内容の一部と

関連します。  

展

開

① 

【はじめてのお金の

時間】 

 

「ローン」について 

技術・家庭科【家庭分野】 

 

C（１）ア 

（ア） 購入方法や支払い方法の特徴が分かり、計画的な金銭管理の必要性について

理解すること。 

＜解説＞ 

・生活に必要な物資・サービスの購入や支払い場面を具体的に想定して学習を展開

するよう配慮し、高等学校における長期的な経済計画や家計収支等についての学習

につながるようにする。例えば、自分や家族が毎日生活するために消費している物

資・サービスを具体的に挙げ、それらの必要性を考えて分類し、限られた収入をどの

ように使うのかをグループで話し合い、調整する活動などが考えられる。  

展

開

② 

ローン利用時に気

を付けること  

また、金融リテラシー・マップとの関係では、「分類１ 家計管理」、「分類２ 生活設計」、「分類６ ローン・クレジット」

の学習を含んでいます。 

 

２． 本時の目標  

 「ローン」の特徴や利用時の注意点を理解する。 

 

３．評価のポイント  

 「ローン」の特徴や利用時の注意点を理解している。 

 

４．本時の流れ 
   本時は、J-FLEC提供教材「はじめてのお金の時間」を活用して授業を展開します。 

 テーマ 学習活動（●は教師の活動、○は生徒の活動） 指導上の留意点 

導
入
５
分 

ローンとは何か

を知る 

 

【②「ローン」につ

いて】 

ローンとは何だろうか。 

 

（問）ローンという言葉を聞いたことがありますか。知って

いることを教えてください。 

○ローンについて知っていることを発表する。 

●ローンとは、まとまったお金が必要になった時、手持ちの

お金（貯蓄）だけでは足りない場合に、後から少しずつ返

す約束をして、金融機関（銀行等）からお金を借りること

ができる仕組みであること。ローンには、「お金のレンタル

料」である「金利」がかかることを説明し、ワークシート１に

取り組ませる。 

〇ワークシート１を記入する。 

・ローンについて知ってい

ることを自由に発表させ

る。 

・ローンは金融機関からの

計画的な借入れ（返済期

間、利息、返済方法を確約

している）であることを理

解できるようにする。 

・ワークシートの記入が難

しい場合、資料を見ながら

埋めさせたり、教師の説明

を聞いてまとめさせたりし

てもよい。 

中学校 
技術・家庭科（家庭分野） 

ローンって何だろう？ 
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 テーマ 学習活動（●は教師の活動、○は生徒の活動） 指導上の留意点 

展

開

① 

10

分 

ローンで購入で

きるものを知る 
ローンで購入できるものは何だろうか。 

 

（問）ローンで購入できるものは、どんなものがあると思

いますか。 

〇ローンで購入できるものには何があるかを予想して発 

表する。 

●ローンには，使用目的が決まったものと使用目的を特定

しないものがあることを説明する。 

≪使用目的が決まっているもの≫ 

 ・住宅ローン 

   家や土地・マンションを買うためのローン 

   返済期間は ～35年 

 ・自動車 

   自動車を買うためのローン 

   返済期間は ～7年 

 ・教育ローン 

   入学金や授業料などを支払うためのローン 

   返済期間は ～15年 

≪使用目的を特定しないもの≫ 

 ・カードローン 

   あらかじめ決められた限度内なら何度でもお金を借り

られる仕組み 

   返済期間は  数か月～10年程度 

 

・生徒に自由に発言させた

後に、ローンは使用目的

が明確な場合に利用され

ることが多いことを理解

できるようにする。 

・目的が明確でない場合に

はカードローンが利用で

きることを理解できるよう

にする。 

・ローンは買いたいものが

明確で、手持ちにまとまっ

たお金がない場合に便利

であることを理解できるよ

うにする。 

・カードローンは、目的が明

確でないため、金利が高

い傾向にあることを理解

できるようにする。 

・ローンは金融機関と借り

る人の「信用」（この人に

貸しても大丈夫）によって

成り立つことを理解でき

るようにする。 

展

開

② 

30

分 

ローンを利用す

る場合の注意点

を知る 

ローン利用時の注意点は何だろうか。 

 

（問）「ローン」を利用する場合、注意すべきことを調べて

みましょう。 

〇「ローン」利用時の注意点を調べる。 

〇調べたことをグループで交流する。 

 ≪「金利」と「頭金」を考える≫ 

 ・借りる金額・期間に応じて「金利」がつく 

  →借りる期間が長いほど、一般的に金利が高くなる。 

  →使用目的が明確でないものも金利が高くなる。 

  →「頭金」を払うと、支払う利息が少なくなる。 

≪金利の種類を確かめる≫ 

 ・固定金利か変動金利かによって返済額が変わる。 

 ≪金融機関（銀行）を選ぶ≫ 

 ・ローンを組む金融機関（銀行等）によって金利が異なる。 

 ≪国内の景気や物価、金融政策を考慮する≫ 

 ・金利が高いのか低いのかを見極める。 

 

・金利には、「変動金利型」

「固定金利型」、「固定金

利期間選択型」があるこ

とを理解できるようにす

る。 

 

・「固定金利」と「変動金利」

の違いを理解できるよう

にする。 

 

 

・どの金利の種類を選ぶか

は自身のライフプランと生

活状況に合わせる必要が

あることを理解できるよう

にする。 

ま
と
め 

５
分 

学習のまとめ 

 
分かったことをまとめよう。 

○学習のまとめをワークシートに記入する。 

 

・自身のライフプランに合わ

せたローン利用について

考えようとしている姿を価

値づける。 
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５．ワークシートの解答・解答例 
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ローンって何だろう？ 

年  組  番 名前 

 

１．ローンについてまとめてみよう。 

 ・ローンとは、英語で（         ）という意味です。 

 ・ローンは、（                ）という意味でも用いられています。 

 ・ローンは、少しずつ必ず返す（         ）をして、（              ）から 

先にお金を借りる仕組みのことです。 

 ・ローンを利用する際には、「お金のレンタル料」である（           ）を上乗せして返済

します。 

・ローンは、（             ）が必要になったとき、（              ）では

足りない場合に便利です。 

  

 

２．ローンの種類 

 ≪目的が明確なローン≫ 

名  称 一般的な返済期間 目   的 

① ～35年 家や土地・マンションを買う 

② ～7年 自動車を買う 

③ ～15年 入学金や授業料などを支払う 

 

 ≪目的を特定しないローン≫ 

名  称 一般的な返済期間 目   的 

④ 
数か月～10

年程度 

使い道は自由 
 あらかじめ決められた限度額内なら何度でも 

お金を借りることができる仕組み 

 

 

ワークシート 
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３．ローンを利用するときの注意点を調べてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習のふりかえり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


